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【研究テーマ】 

1. 動的分子認識に基づく新有機反応の開発 

2. 新規アミノ酸の創製研究 

3. 新規レドックス触媒合成と応用研究 
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(B-c) 著書 
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【特許】 
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願 2008-068124（平成 20 年 3 月 17 日）． 
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【研究費取得状況】 

1. 環境調和型電極反応を用いた非天然型アミノ酸の合成と機能性フォールダマーの創製，

若手研究（Ｂ） 

2. アザビシクロ-N-オキシルの開発、及びそれを用いた電極酸化反応, コニカミノルタ画

像科学振興財団 

 

 

【過去の研究業績総計】 

原著論文（欧文） 27 編 （邦文） 0 編 

総説  （欧文） 0 編 （邦文） 1 編 

著書  （欧文）  2 編 （邦文）  1 編 

紀要  （欧文）  0 編 （邦文）  0 編 

特許 13 件 


